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尾
道
に
お
け
る
商
人
仲
間
の
成
立
と
展
開

中
　
山
　
富
　
広

は
じ
め
に

太
稿
は
、
従
来
の
瀬
戸
内
港
町
研
究
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
、
近
世
中
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
港
町
商
業
の
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
と
く
に
一
八
世
紀
前
半
の
尾
道
を
事
例
に
と
っ
て
、
二
、
三
の
論
点
を
提
出
し
た
い
。

(
1
)

従
来
の
内
海
地
域
の
港
町
研
究
は
、
次
の
よ
う
な
点
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
港
町
と
後
背
地
農
村
の
商
品
流
通

上
の
関
係
、
第
二
に
、
近
世
初
頭
以
来
の
港
町
の
中
期
以
降
に
お
け
る
停
滞
と
、
そ
の
流
通
の
幕
藩
制
市
場
に
占
め
る
位
置
、
第
三
に
、
藩

権
力
の
町
方
支
配
と
町
の
階
層
構
成
と
い
う
、
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
瀬
戸
内
港
町
の
展
開
を
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
七
世
紀
末
の
西
廻
り
航
路
の
開
発
に
よ
っ
て
、
内
海
の
物
資
の
流
通
が
そ
れ
ま
で
と
比
べ
て
飛
躍
的
に
増

大
し
、
伝
統
的
な
港
町
で
商
業
が
発
展
し
商
業
組
織
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
宝
暦
期
以
後
農
民
的
小
商
品
生
産
の
発
達
に
よ
る
在
方

資
本
の
成
長
と
、
沖
乗
り
に
よ
っ
て
発
達
し
た
港
町
の
出
現
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
港
町
の
商
業
は
停
滞
す
る
。
こ
の
事
態
に
対
し
て
藩

権
力
の
対
応
は
、
港
町
商
人
へ
の
資
金
テ
コ
入
れ
や
商
品
流
通
の
統
制
な
ど
様
々
な
形
を
と
っ
た
。
ま
た
港
町
の
構
造
に
関
し
て
は
、
本
家
・

借
家
の
構
成
の
分
析
を
中
心
に
、
借
家
層
の
増
大
と
い
う
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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そ
こ
で
本
稿
は
、
従
来
の
研
究
で
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
商
人
仲
間
の
動
向
と
商
業
経
営
の
分
析
を
中
心
に
す
え
、
そ
れ
を
町
と
金

融
体
系
と
の
関
わ
り
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
す
な
わ
ち
近
世
初
頭
に
尾
道
に
お
い
て
人
的
・
地
縁
的
に
結
集
し
た
商
人
集
団
が
、
一

八
世
紀
に
い
か
な
る
変
容
と
転
換
を
み
せ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
変
化
の
基
礎
に
、
商
人
集
団
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
市
場
的
・
金

融
的
構
造
規
制
が
存
在
し
た
の
か
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。

一
元
禄
二
手
保
期
の
尾
道
商
業
と
商
人
集
団

∽
　
尾
道
に
お
け
る
住
民
結
合
の
展
開
と
都
市
支
配

脇
坂
昭
夫
氏
は
、
か
つ
て
尾
道
に
お
け
る
都
市
共
同
体
を
分
析
さ
れ
つ
つ
、
職
能
的
結
合
と
地
縁
的
結
合
が
統
一
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

(
2
)

封
建
都
市
た
る
尾
道
町
の
成
立
を
主
張
し
た
。
ま
た
近
年
の
都
市
商
業
研
究
は
、
近
世
都
市
の
住
民
結
合
に
、
地
縁
的
結
合
、
職
縁
的
結
合
、

(
3
)

扱
制
的
家
結
合
の
三
類
型
が
存
在
し
た
こ
と
を
重
視
し
、
そ
し
て
そ
う
し
た
結
合
の
視
点
か
ら
各
商
人
仲
間
の
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
以
上
の
よ
う
な
視
点
と
藩
権
力
の
都
市
掌
複
と
い
う
面
か
ら
、
近
世
中
期
に
お
け
る
住
民
結
合
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

(
4
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
5
)

万
治
年
間
(
一
六
五
八
～
一
六
六
〇
)
以
降
、
尾
道
で
は
一
町
一
年
寄
制
と
町
家
売
券
帳
の
作
成
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
そ
れ
ま

で
の
尾
道
惣
町
四
～
五
名
の
年
寄
制
を
廃
止
し
、
十
四
日
町
・
久
保
町
・
土
堂
町
の
尾
道
三
町
に
そ
れ
ぞ
れ
年
寄
一
名
を
お
く
も
の
で
あ
っ

た
。
後
者
は
、
町
家
の
売
買
を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
構
成
員
の
流
動
化
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
享
保
元
年
(
一
七
二
ハ
)
　
か
ら
は
、
町
奉
行
・
年
寄
組
頭
庄
屋
の
立
合
い
の
も
と
に
、
異
主
は
「
上
下
」
、
売
主
・
証
人
は
「
袴
羽
窺
」

(
6
)

を
着
用
し
て
、
家
屋
敷
の
売
買
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
に
せ
よ
住
民
の
地
縁
的
結
合
を
い
っ
そ
う
強
化
し
ょ
う
と
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(
7
)

し
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
と
く
に
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
こ
う
し
た
動
き
は
、
惣
町
の
「
会
所
」
の
設
立
と
な
っ

(

8

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

9

)

て
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
会
所
」
が
「
仲
間
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
縁
的
結
合
=
(
町
民
組
合
)
「
仲

間
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
縁
的
結
合
が
進
展
し
て
い
く
一
方
で
、
正
徳
年
間
に
、
藩
権
力
の
本
格
的
な
都
市
支
配
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
正
徳
四
年

(
一
七
一
四
)
　
に
は
御
調
郡
代
官
の
尾
道
町
在
勤
、
翌
五
年
に
は
尾
道
町
奉
行
が
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
広
島
藩
の
藩
政
改

革
I
I
「
正
徳
新
格
」
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
町
方
掟
政
密
之
儀
者
、
先
年
正
徳
五
年
町
奉
行
初
而
被
仰
付
、
翌

(
1
0
)

六
年
改
而
申
付
候
…
…
享
保
十
一
年
こ
も
段
々
厚
被
仰
出
候
事
、
何
も
承
伝
候
事
こ
供
」
と
、
後
年
町
年
寄
が
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
、
藩

(n)

権
力
に
よ
る
町
掟
が
初
め
て
制
定
さ
れ
た
の
は
享
保
元
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
内
容
は
、
町
へ
の
流
入
者
・
入
船
の
監
視
、
「
作
法
」
・
上
意

(
1
2
)

の
遵
守
、
治
安
維
持
、
家
屋
敷
売
買
の
規
制
、
町
外
へ
の
引
越
し
禁
止
、
町
奉
行
に
よ
る
新
規
商
業
者
お
よ
び
他
出
人
の
認
可
な
ど
で
あ
り
、

藩
権
力
の
都
市
支
配
を
前
進
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
職
縁
的
結
合
=
商
人
仲
間
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
尾
道
商
業
の
中
核
を
な
す
問
昆
商
業
の
初
期
の
段
階
は
、
史
料
的
に
明
ら

(
1
3
)

か
て
な
い
が
、
「
夫
当
港
老
天
和
貞
享
頃
、
以
問
屋
為
渡
世
老
錐
有
」
と
い
う
明
治
四
年
に
書
か
れ
た
一
節
に
よ
れ
ば
、
〓
ハ
八
〇
年
代
よ
り

問
屋
商
業
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

一
他
国
米
商
売
仕
様
申
儀
、
前
廉
も
触
置
候
得
と
も
、
此
節
ハ
新
米
も
次
第
二
人
津
之
船
御
座
候
二
付
、
何
も
堅
吟
味
可
仕
相
談
こ
て

年
寄
組
頭
不
残
正
禎
院
へ
寄
合
仕
供
而
、
米
屋
井
問
屋
つ
て
に
米
取
な
や
ミ
申
も
の
害
置
、
壱
町
限
二
呼
寄
せ
侯
両
手
堅
申
渡
、
米

屋
中
間
組
合
を
内
証
吟
味
仕
候
様
二
申
渡
、
則
判
形
取
申
候
、
帳
面
中
間
年
譜
宛
二
人
、
組
合
寄
付
も
銘
々
渡
ス
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久
保
町
二
拾
六
人
　
　
十
四
日
町
こ
廿
四
人
　
　
土
堂
町
二
三
拾
七
人
　
　
〆
八
拾
壱
人

へ
1
4
)

右
の
元
禄
五
年
八
月
の
史
料
に
み
ら
れ
る
問
畳
が
、
尾
道
に
お
け
る
問
屋
と
い
う
語
の
初
見
で
あ
る
が
、
「
米
屋
中
間
組
合
」
八
一
人
と
い

う
職
縁
的
結
合
と
と
も
に
、
諸
問
屋
の
結
合
も
進
ん
で
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

向
島
江
ノ
奥
入
江
今
度
新
開
二
可
被
為
仰
付
之
旨
被
仰
聞
承
知
仕
候
、
御
存
知
候
通
近
年
尾
道
浦
近
辺
所
々
新
開
二
被
成
、
尾
道
浦
瀬

戸
之
潮
殊
外
早
く
成
申
候
問
、
入
津
之
船
繋
兼
及
難
儀
申
供
、
然
上
右
之
所
新
開
二
成
申
侯
而
ハ
、
頭
潮
早
く
船
繁
り
致
難
儀
、
以
後

(
1
5
)

入
澤
之
船
無
数
御
座
候
而
ハ
、
問
昆
共
之
難
儀
者
不
申
及
、
上
惣
町
中
渡
世
迷
惑
仕
様
二
奉
存
供

こ
れ
は
正
徳
三
年
(
一
七
二
二
)
　
に
「
尾
道
町
問
昆
」
五
四
軒
が
署
名
を
も
っ
て
、
新
開
築
調
の
規
制
を
町
庄
屋
に
既
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
五
四
軒
が
後
年
の
問
屋
仲
間
の
前
身
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
の
史
料
の
「
壱
町
限
二
呼
寄
せ
」
ら
れ
た
米
屋
仲
間
組
合
の
事
例
を

引
く
ま
で
も
な
く
、
こ
の
問
屋
五
四
軒
も
仲
間
と
し
て
結
合
し
て
い
た
こ
と
、
支
配
系
統
と
し
て
町
役
人
の
管
轄
下
に
あ
る
こ
と
、
ま
た

「
惣
町
中
渡
世
」
の
論
理
を
も
っ
て
自
ら
の
経
営
不
振
を
欺
厩
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
町
共
同
体
の
優
位
の
も
と
に
い
く

つ
か
の
商
人
仲
間
の
結
合
体
が
そ
の
も
と
に
存
置
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

尾
道
町
l
差
上
ケ
申
候
新
運
銀
、
今
年
各
別
取
貰
不
足
こ
付
、
年
寄
共
λ
書
付
以
問
屋
方
へ
申
蝕
候
、
当
年
上
納
銀
不
足
二
候
ハ
、
定

之
御
運
上
銀
高
上
ケ
供
而
取
立
可
申
候
、
井
木
綿
俵
不
足
之
分
ハ
只
今
通
御
運
上
差
免
供
へ
共
、
右
之
通
銀
高
不
足
候
故
、
木
綿
一
〆

(
1
6
)

め
こ
付
五
厘
つ
1
取
立
申
候
両
、
右
之
書
付
二
付
添
支
配
人
音
右
衛
門
伝
五
郎
以
、
問
屋
中
二
申
聞
せ
倶

右
の
史
料
の
内
容
は
、
尾
道
町
の
各
商
人
仲
間
の
運
上
銀
が
宝
永
五
年
に
格
別
の
不
足
と
な
り
、
そ
の
不
足
分
を
問
屋
に
負
担
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
各
商
人
集
団
の
中
で
も
問
屋
仲
間
が
も
っ
と
も
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
「
支
配
人
音

右
衛
門
伝
五
郎
」
が
ど
の
よ
う
な
存
在
の
者
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
両
人
が
正
徳
三
年
段
階
の
問
屋
に
名
前
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
仲
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問
の
頸
で
は
な
く
、
商
人
仲
間
を
支
配
す
る
町
役
人
的
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
尾
道
に
お
け
る
住
民
結
合
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
七
世
紀
末
に
町
結
合
を
基

礎
と
し
た
惣
町
的
結
合
の
強
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
支
配
の
末
端
機
構
と
し
て
「
会
所
」
が
設
立
さ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
商
人
仲
間
は
、

近
世
初
期
の
初
期
豪
商
的
経
営
を
有
し
た
商
人
を
中
心
と
す
る
人
的
・
血
縁
的
結
合
か
ら
、
一
問
崖
仲
間
や
米
屋
仲
間
組
合
な
ど
業
種
別
の
結

合
へ
と
進
展
し
っ
つ
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
地
縁
的
結
合
(
=
会
所
)
　
の
も
と
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
藩
権
力
は
、
町
奉
行

の
直
接
的
会
所
支
配
を
通
じ
て
、
惣
町
と
発
展
し
っ
つ
あ
る
商
人
仲
間
と
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
尾
道
町
に
お
い
て
近

世
中
期
の
新
た
な
展
開
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

∽
　
商
業
経
営
の
実
態
T
1
-
商
人
仲
間
と
資
金
融
通
の
構
造
I
l

私
共
問
屋
こ
而
御
座
候
こ
付
他
客
大
勢
参
候
儀
二
御
座
候
得
共
、
初
而
罷
越
候
者
ハ
前
客
又
ハ
位
成
(
荷
主
)
問
屋
方
が
書
状
二
而
も
添

(
1
7
)

不
申
候
へ
ハ
、
一
宿
二
両
も
仕
た
る
儀
ハ
無
御
座
候
、
以
上

こ
れ
は
享
保
四
年
二
七
一
九
)
　
に
長
崎
の
円
人
に
よ
っ
て
、
尾
道
問
屋
・
網
干
崖
九
七
郎
が
取
引
の
不
正
を
訴
え
ら
れ
た
際
の
網
干
屋

の
主
張
の
一
節
で
あ
る
。
尾
道
問
屋
が
客
船
を
慎
重
に
選
ん
で
い
る
こ
と
、
出
自
の
不
確
か
な
客
船
・
商
品
を
排
除
し
て
い
る
こ
と
が
主
張

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
問
屋
仲
間
が
私
的
仲
間
で
あ
る
以
上
、
他
の
商
人
の
問
屋
的
な
取
引
を
積
極
的
に
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

な
お
長
崎
の
円
人
と
の
出
入
の
原
因
は
仲
間
外
の
商
人
の
介
入
に
よ
っ
て
引
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

A
金
屋
の
経
営
分
析
か
ら
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図1.金星の純資産と預り銀の推移

(註)「永代算用帳」(寛保2年、宝暦9年)より作成。

こ
の
時
期
の
商
業
経
営
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ま

(
1
8
)

ず
「
問
昆
」
で
あ
っ
た
金
屋
の
経
営
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら

い
く
つ
か
の
問
題
点
を
あ
げ
て
み
た
い
。

図
1
は
、
宝
永
～
天
明
年
間
に
お
け
る
金
星
の
期
末
純
資

産
(
不
動
産
は
除
く
)
　
と
預
り
錠
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で

(
1
9
)

あ
る
。
な
お
こ
の
期
間
中
に
享
保
六
年
　
(
一
七
二
一
)
、
元

文
二
年
(
一
七
三
七
)
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
新
鋭
、
文
銀
で
勘
定

さ
れ
て
い
る
が
、
図
で
は
享
保
新
鋭
に
換
算
し
て
表
わ
し
た
。

ま
ず
宝
永
か
ら
享
保
前
期
と
明
和
年
間
以
降
に
預
り
銀
(
借

入
金
)
　
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
預
り
銀
の
比
較
的
少

な
い
享
保
後
期
か
ら
宝
暦
期
に
か
け
て
純
資
産
の
伸
び
が
著

し
く
、
金
屋
の
商
業
経
営
が
も
っ
と
も
安
定
し
た
時
期
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
っ
と
も
宝
暦
年
問
に
一
時
落

込
み
が
あ
る
が
、
近
世
を
通
じ
て
の
金
屋
の
商
業
経
営
の
最

盛
期
は
元
文
年
間
か
ら
明
和
年
間
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
　
(
詳
細
は
3
川
で
後
述
)
。

つ
ぎ
に
図
2
に
、
た
ば
こ
・
畳
表
・
荒
苧
の
口
銭
収
入
の
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図2.金屋の主な口銭の推移

(甜「大福帳」(表紙欠)および「永代算用帳」
(寛保2年、宝暦9年)より作成。

推
移
を
示
し
て
み
た
。
単
位
当
り
の
口
銭
を
ほ

ぼ
一
定
と
仮
定
す
れ
ば
、
最
初
の
公
的
な
問
屋

仲
間
と
な
っ
た
元
文
五
年
頃
よ
り
宝
暦
初
年
に

か
け
て
商
品
取
扱
量
が
最
高
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

で
は
元
禄
・
享
保
期
に
お
け
る
金
屋
の
問
屋

商
業
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
図
1
の
期
末
純
資
産
の
推
移
か
ら

み
る
と
、
宝
永
か
ら
享
保
初
年
頃
ま
で
は
停
滞

的
で
あ
る
。
ま
た
図
2
の
口
銭
を
み
る
と
、
増

加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
表
1
と
し

て
、
元
禄
・
享
保
期
の
金
屋
の
期
末
の
資
産
内

容
を
表
示
し
て
み
た
。
総
資
本
の
う
ち
貸
付
銀
が
六
～
七
割
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
金
屋
が
高
利
貸
資
木
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

は
な
く
、
商
品
取
引
に
と
も
な
う
商
品
を
担
保
と
し
た
現
銀
融
資
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
問
屋
商
業
成
立
の
初
発
よ
り
、

問
屋
・
非
問
屋
を
問
わ
ず
、
商
人
相
互
の
融
通
体
系
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
享
保
前
期
ま
で
預
り
銀
が
多
い
こ
と
や
貸
付
銀
よ
り

預
り
銀
の
額
が
多
い
こ
と
は
、
商
品
取
引
資
金
の
貸
借
関
係
の
な
か
で
、
こ
の
時
期
の
問
星
商
業
が
成
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
2
0
)

享
保
前
期
ま
で
延
銀
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
は
、
「
天
和
貞
享
頃
、
以
問
屋
為
渡
世
」
と
い
わ
れ
た
、
尾
道
の
問
屋
商
業
の
成
立
時
に
相
応
し



表
1元

禄
・
享
保
期
に
お
け
る
金
屋
の
「
店
薗
Ljの

推
移

年
代

商
品

A
.

貸
付

銀
A

/
B

有
銀

B
.

総
資

本
預

り
銀

総　
資　

産
C

.
延　

銀
C

/
B

元
禄

15
年

5
.
3
1
8

~
1
2
,
8
3
0

4
8
.㌢

7
,7

8
3

2
6
.
4
2
9

23
,
12

1
.
3
,
3
0
0

(
2
,
1
3
8
)

8
0

_
9
.
㌢

.
3

元
禄

1
6
年

3
,
0
6
0

1
5
,
0
6
3

7
0
.0

3
,5

5
5

2
1
,
5
2
9

20
,
3
6
7

1
,
1
6
2

宝
永

2
年

5
,
2
1
3

1
0
,
1
3
2

4
1
.
1

9
,3

10
2
4
,
6
5
4

25
,
8
1
7

(
1
,
1
6
3)

宝
永

4
年

3
,
6
6
7

6
,
6
2
6

3
8
.7

6
,8

1
7

1
7
,
1
0
9

16
,
5
2
7

5
8
0

宝
永

5
年

6
,
8
3
3

1
2
,
0
68

5
2
.2

4
,1

0
7

2
3
.
1
4
0

2
2
,
4
8
0

6
6
0

宝
永

6
年

2
,
9
6
4

1
5
,6

2
2

6
9
.7

3
,9

1
6

2
2
,
4
2
8

2
3
,
5
3
7

(
1
,
1
0
9)

(
1,

7
6
9
)

7
.
9

宝
永

7
年

3
,
9
8
3

1
6
,7

2
7

6
6
.5

4
,4

3
1

2
5
,
1
4
0

2
4
,
2
3
6

9
0
5

2
,
0
1
4

8
.
0

正
徳

元
年

1
0
,
3
7
7

9
,2

2
9

3
0
.0

1
1
,1

4
1

3
0
,
74

8
2
8
,
7
7
4

1
,9

74
1,

0
6
9

3
.
5

正
徳

2
年

4
,
4
2
9

1
9
,6

5
4

5
5
.0

1
1
,6

5
7

3
5
,
73

9
3
2
,
5
6
6

3
,
1
73

1
,
2
0
0

3
.
4

正
徳

3
年

1
7
,
4
9
4

19
,
0
5
8

3
9
.7

1
1
,
4
7
5

4
8
,
02

8
3
9
,
8
4
1

8
,
1
87

5
,
0
1
4

1
0
.
4

正
徳

4
年

1
1
,
4
3
7

3
8
,
3
0
1

7
3
.5

2
,
3
8
3

5
2
,
12

1
4
8
,
8
9
4

3
,2

27
(

4
,
9
6
0
)

-
9
.5

正
徳

5
年

8
,
9
1
4

2
7
,
0
7
4

6
7
.
3

4
.
3
1
3

4
0
,
20

1
4
1
,
3
7
1

(
1
,
17

0
)

(
4
,
3
9
7
)

-
1
0
.
9

享
保

元
年

1
2
,
2
2
3

3
0
,
18

7
5
4
.4

1
3
,
0
6
5

5
5
,
45

3
5
2
,
3
7
8

3
,0

78
4
,
2
4
8

7
.7

享
保

2
年

8
,
6
9
2

4
0
,
9
4
0

6
5
.1

1
3
,
2
2
7

6
2
,
86

0
6
0
,
6
7
3

2
.1

8
7

(
8
9
1
)

-
1
.
4

享
保

3
年

1
0
,
7
5
7

2
9
,
3
0
0

6
3
.7

5
,
9
5
4

4
6
,
0
1
1

4
7
,
0
2
4

(
1
.0

13
)

(
3
,
2
0
0
)

-
7
.0

享
保

4
年

9
,
6
4
5

2
9
,
5
2
3

5
9
.
4

1
0
,
4
6
8

4
9
,7

1
5

4
6
,
5
0
4

3
,2

11
4
.
2
2
5

8
.5

享
保

5
年

18
,
4
2
7

3
9
,
7
6
5

5
5
.
7

1
3
,
2
2
2

7
1
,
41

5
5
9
,
7
1
3

1
1
,7

0
2

8
,
4
9
0

1
1
.9

享
保

6
年

2
,
8
1
0

10
,
0
2
0

6
5
.
6

2
,
4
3
6

15
,2

6
6

1
0
.
2
6
8

4
,9

9
8

2
.
0
7
3

1
3
.6

享
保

7
年

6
,
0
9
4

2
3
,
7
0
2

6
5
.
9

6
,
1
6
8

35
,9

6
0

2
6
,
1
0
3

9
,8

6
1

4
,
8
6
3

1
3
.5

享
保

8
年

・.
3
,9

0
0

1
8
,
7
5
4

7
1
.
0

3
,
7
5
2

2
6
,4

0
6

1
4
,
4
0
6

12
,0

0
0

2
,
1
4
0

8
.
1

享
保

9
年

4
,5

1
1

1
9
,
9
8
8

6
2
.
6

7
,
4
4
7

3
1
,9

4
5

1
8
,
7
9
6

1
3
,1

5
0

1
.
1
5
0

3
.6
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(
群
)
　
虐
薛
在
野
河
.
廟
粟
の
令
茫
詔
荘
渕
胞
一
(
　
)
-
汁
4
ヽ
斗
♪
　
潜
詰
荘
頭
〓
r
l
刃
G
e

(
2
1
)

い
現
象
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
享
保
後
期
か
ら
金
屋
の
経
営
が
安
定
と
成
長
に
向
か
っ
て
い
る
が
、
「
小
間
軒
不
繁
昌
」
と
全
般
的
に
評
価
さ

れ
た
問
屋
の
な
か
に
あ
っ
て
、
金
屋
は
安
定
的
な
問
星
の
部
類
に
位
畢
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
い
ま
少
し
金
屋
の
口
銭
収
入
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

(
2
2
)

表
2
は
金
屋
文
書
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
金
屋
の
商
品
取
引
に
お
け
る
年
間
の
収
入
で
あ
る
。
原
文
害
に
は
「
た
ば
こ
口
銭
」

「
表
之
口
銭
」
、
あ
る
い
は
「
表
之
利
」
「
表
買
賃
」
「
も
め
ん
異
ち
ん
」
な
ど
項
目
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
口
銭
は
問
屋
本
来
の
手
数
料
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
米
・
荒
苧
・
そ
の
他
の
口
銭
は
、
「
大
坂
下
り
、
と
も
廻
り
」
と
注
記
が
あ
る
か
ら
、
荷
主
の
依
託
を
う
け
て
大
坂



表
2　

宝
永
・
正
徳
年
間
に
お
け
る
金
屋
の
収
入
構
造

元
禄

16
宝

永
元

宝
永

2
宝

永
3

宝
永

4
宝

永
5

宝
永

6
宝

永
7

正
徳

元
正

徳
2

正
徳

3
正

徳
4

正
徳

5
享

保
元

売口銭

た
ば

こ
120

0
153

5
170

0
1
494

17
4
1

23
57

186
5

2
12

0
2
008

2
154

23
8

25
53

3
30

6
35

14

表
8
22

117
9

108
3

1
176

10
20

9
02

96
8

138
0

12
59

17
0
4

17
21

17
51

133
2

185
1

鉄
3
22

32
0

1
13

20
1

50
43

6
8

1
3

73
8
9

412
2
88

25
9

7
8

米
15

1
3
97

2
7

10
17

4
3
0

42
3
6

8
1

5
6

37
9

1
1

64

あ
ら

そ
4
45

4
64

4
33

27
7

36
7

3
23

4
17

39
4

49
2

79
9

14
86

12
88

100
8

9
55

そ
の

他
40

35
10

5
10

9
6
1

3
6

90
15

6
15

9
6
4

125
52

26
60

その他

表
の

利
14

89
12

(氾
8
68

109
6

59
5

147
3

160
8

1
161

10
48

8
74

1104
1
52

5
1
442

1
144

9
54

2
43

-
20

11
01

鉄
の

利
5
39

6
00

25
6

3
16

12
0

152
9
6

7
1

36
-
2
100

銀
の

利
3
50

如
2

5
19

66
2

46
4

530
70

3
66

2
1
00

1
9
63

木
綿

貝
貸

9
3

132
114

1
13

1
13

50
88

106
45

7
2

20
0

125
110

74

義
男

貸
0

0
0

0
0

3
42

40g
5
07

5
05

3
67

33
9

3
19

26
4

2
87

葉
煙

草
貝

貸
64

0
95

6
10

35
8
30

88
0

15
00

1193
12

34
10

25
18

96
2
74

9
29

4
9

4
64

0
72

55

計
6
09

1
7
26

0
62

53
59

0
1

68
57

77
75

6983
78

68
75

50
94

59
1
193

6
9
34

1
12

15
3

152
19

惣
算

用
之

覚
606

0
7
17

6
6
61

5
6
300

70
00

75
00

8
0
17

7
169

92
54

1
16

97
90

18
1
169

4
18

23
2

(註
)　

「
大
福
帳
」
(表

紙
欠
)に

よ
る
。
単
位
、
銀
匁
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か
ら
帰
国
す
る
北
国
船
や
九
州
の
船
舶
に
販
売
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
表
之
利
」
に
は
「
大
坂
ノ
利
上
達
申
分
」
や
「
上
畳
表
利
」
と
い
っ
た
注
記

が
所
々
に
つ
い
て
い
る
。
ま
た
「
鉄
之
利
」
に
は
正
徳
四
年
に
「
鉄
そ
ん
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
問
星
口
銭
に
よ
る
利
益
で
は
な
く
主

に
大
坂
市
場
へ
の
売
込
み
・
販
売
に
よ
っ
て
得
た
利
益
で
あ
る
。
こ
れ
は
尾
道
商
業
を
問
屋
・
仲
冒
∵
荷
主
と
い
う
構
造
で
考
え
れ
ば
、
仲

買
・
小
売
的
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。
「
銀
之
利
」
は
後
述
す
る
が
、
お
も
に
商
品
取
引
に
と
も
な
う
高
利
貸
し
の
利
息
部
分
で
あ
る
。
つ
ぎ
に

「
異
質
」
で
あ
る
が
、
木
綿
・
畳
表
・
莫
た
ば
こ
の
三
晶
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
利
益
分
は
ま
さ
に
買
付
け
あ
る
い
は
仕
入
商
人
的
な
活

動
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
推
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
大
坂
荷
受
問
屋
の
主
導
の
も
と
に
産
地
で
買
付
け
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で

(
2
3
)

あ
ろ
う
。
大
坂
問
屋
か
ら
み
れ
ば
、
金
屋
は
金
融
的
支
配
下
に
あ
る
「
荷
主
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
屋
の
営
業
内
容
を
以
上
の
よ
う
に

み
た
場
合
、
尾
道
に
お
け
る
問
屋
は
決
し
て
専
業
問
屋
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
営
業
内
容
的
に
み
れ
ば
問
屋
仲
買
機
能
が
未
分
離
の

段
階
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
元
文
・
宝
暦
期
以
降
の
経
嘗
収
支
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
明
和
年
間
に
株
仲
間
が
結
成
さ
れ
て
か
ら

尾
道
の
問
屋
・
仲
買
の
制
度
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
4
)

つ
ぎ
に
元
禄
末
年
～
享
保
初
年
の
問
屋
口
銭
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。
前
出
の
金
屋
文
書
に
は
、
「
宝
永
三
年
口
銭
之
覚
」
と

し
て
、
た
ば
こ
・
荒
苧
・
扱
苧
・
米
・
柿
・
竹
の
皮
・
鉄
・
塩
い
わ
し
の
し
八
品
が
記
載
さ
れ
い
い
る
。
こ
れ
は
金
星
独
自
の
口
銭
で
は
な

く
、
仲
間
で
規
定
し
た
商
品
の
種
類
と
口
銭
の
額
で
あ
ろ
う
。
後
年
の
三
〇
に
も
お
よ
ぷ
品
目
と
較
べ
れ
ば
、
か
な
り
貧
弱
な
数
で
あ
り
、

畳
表
や
綿
類
・
古
手
・
干
鰯
な
ど
の
商
品
を
仲
間
で
規
定
し
え
て
い
な
い
。

そ
こ
で
金
屋
の
実
際
の
口
銭
を
検
討
し
ょ
う
。
表
3
は
単
位
当
り
の
口
銭
が
判
明
す
る
、
た
ば
こ
・
畳
表
・
米
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
。
正
徳
初
年
ま
で
の
た
ば
こ
と
米
に
つ
い
て
は
「
宝
永
三
年
口
銭
之
覚
」
の
額
と
一
致
し
て
い
る
が
、
畳
表
の
口
銭
は
仲
間
で
の
規
定

が
な
い
か
ら
当
然
年
々
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
正
徳
四
、
五
年
頃
よ
り
た
ば
こ
と
米
の
口
銭
が
変
動
し
始
め
て
い
る
の
は
、
仲
間
で
口
銭
額
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表3　金屋の問屋口銭

年 代

た　 ば　 こ 畳　　 表 米 単 位 当 り口銭

取 扱 量 ロ　 銭 取 扱 量 口　 銭 取 扱 量 口　 銭 た ば こ 畳 表 米

元 禄 16 年 4 (X 氾 12 00 .0 0 163 9 822 .4 0 75 0 151 .(氾 .30 .5 0 . 20

宝 永 元 年 5 117 15 35 .1 0 3 2 5 1178 .7 0 198 3 3 96 .6CI .30 .5 1 . 20

宝 永 2 年 5 667 17 00 .1 0 2 40 7 1082 .6 0 13 3

8 68

26 .60

1 73 .60

.30 .4 5 . 20

.2犯

宝 永 3 年 4 980 14 94 .0 0 2 12 0 1175 .∝ l .30 .55

宝 永 4 年 5 806 17 41 .1 8 19 3 8 1 019 .6 0 .3 0 .5 3

宝 永 5 年 78 55 2 35 6 .5 0 1 84 9 部 2 .(泊 152 3 0 .40 .3 0 .49 .2 0

宝 永 6 年 62 17 186 5 .10 1 86 2 9 67 .63 2 12 4 2 .40 .3 0 .52 .2 0

宝 永 7 年 7貼 6 2 1 19 .8 0 2 30 7 13 80 .16 178 3 5 .60 .3 0 . 60 .2 0

正 徳 元 年 66 92 2 00 7 .60 1 93 6 1加 .6 4 405 8 1 .(氾 .3 0 .65 .2 0

正 徳 2 年 71 89 2 15 4.0 0 18 02 1制 . 45 2 76 5 5 .8 0 .3 0 .9 5 .20

正 徳 3 年 79 59 2 38 7.7 0 16 28 17 21. 41 120 3 6 .8 0 .3 0 1.0 6 .3 1

正 徳 4 年 85 10 2 55 3.0 0 15 24 17 51. 41 29 8 .7 0 .3 0 1. 15 .30

正 徳 5 年 867 9 3 30 5.6 0 108 8 1ま妃. 25 42 10 .6 0 .3 8 1.2 2 .25

享 保 元 年 878 6 3 51 4.4 0 1 167 18 50. 98 160 64 .4 0 .4 0 1.5 9 .40

享保 2 年 6 9 13 27 64 .4 0 89 9 14 93 .5 7 .40 1.66

享 保 3 年 9 503 33 02 .2 0 92 4 1957 .3 9 .35 2 .1 2

(註)　商品の単位はたばこ(丸).畳表(枚).米(俵)であり.口銭は銀匁である。
典拠は表2に同じ。

の
改
正
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
仲
間
内
の
規
制
が
有

名
無
実
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

B
西
灰
屋
の
分
析
か
ら

(
2
5
)

「
我
等
義
廿
八
歳
亥
ノ
年
霜
月
新
出
見
世
仕
候
」
西
灰
屋
甚
七

は
、
元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)
　
に
、
質
屋
、
古
手
・
米
殻
・
木

(
2
6
)

綿
な
ど
を
幅
広
く
取
り
扱
う
商
人
と
し
て
出
発
し
た
。
詳
細
は

不
明
で
あ
る
が
「
宗
久
様
良
倭
様
三
郎
左
衛
門
殿
一
座
こ
て
、

下
拙
在
京
之
節
、
田
舎
二
両
渡
世
仕
候
様
二
被
仰
候
而
銀
弐
拾

(
2
7
)

目
可
被
下
候
由
、
則
在
京
之
意
止
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
在

京
し
て
い
た
甚
七
が
灰
屋
一
族
に
呼
び
戻
さ
れ
、
そ
の
資
金
援

助
を
う
け
て
西
灰
屋
を
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
問
民

仲
間
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
に
は
久
保
町
年
寄
に
就
任
も
て
い

る
。開

店
し
て
か
ら
甚
七
が
隠
居
す
る
ま
で
の
期
間
、
勘
定
帳
が

残
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
期
末
総
資
本
と
総
貸
付
銀
(
内
中
質

貸
)
、
お
よ
び
延
録
(
純
利
益
)
　
の
推
移
を
図
3
に
示
し
て
み
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∽l

元　　　　宝　　正　軍　事

菅　　莞　雲‖莞　管　箆

図3.西灰屋甚七家の経営状態

(註)「万覚帳」(元禄8年)、「歴年勘定帳」(元禄
13年)、「歴年万用帳」(正徳3年)より作成。

た
。ま

ず
総
資
本
の
推
移
を
み
る
と
、
元
禄
八
年
の
わ
ず
か
な
額
か
ら
順
調
な
伸
び
を
み
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
享
保
五
～
八
年
に
停
滞

し
て
い
る
も
の
の
、
一
族
か
ら
の
融
資
に
よ
っ
て
経
営
の
拡
大
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
西
灰
屋
の
勘
定
帳
は
単
式
決
算

の
方
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
部
門
の
利
益
に
よ
っ
て
経
営
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
損
益
銀
の
推
移
を
検
討
し
て
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お
こ
う
。
元
禄
十
三
年
に
利
益
が
一
貫
自
余
と
お
ち
こ
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
「
広
島
こ
く
り
わ
た
百
三
十
五
本
買
入
仕
置
こ
て
、
弐
貫
八

(
2
8
)

百
目
遺
し
直
中
候
、
此
銀
子
利
分
と
い
ふ
定
有
之
候
問
述
銀
と
ハ
不
仕
候
」
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
宝
永
元
年
(
一
七
〇
四
)
　
は
五
貫
四
〇
〇

(
マ
マ
)

目
と
安
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
「
夫
婦
両
人
、
下
三
人
、
姪
お
い
け
壱
人
、
都
合
六
人
御
参
宮
仕
、
銀
弐
貫
弐
百
目
諸
退
任
申
候
得
共
、
如
此

(
2
9
)

ニ
御
座
候
」
と
、
収
益
の
高
さ
を
誇
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
宝
永
五
年
か
ら
は
酒
造
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
年
に
二
六
二
匁
と
極
端

に
低
収
益
で
あ
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
甚
七
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

当
年
ハ
宗
久
様
之
方
江
家
代
銀
居
借
銀
之
内
二
利
分
何
角
二
遺
し
銀
六
貫
日
出
ス
、
家
売
申
候
歩
一
歳
二
弐
貫
目
出
ス
、
買
申
候
宏
之

(
3
0
)

修
理
歳
三
貫
目
之
余
出
ス
、
酒
道
具
酒
袋
二
壱
貫
目
出
ス
、
念
仏
堂
石
垣
二
五
百
程
出
ス

し
た
が
っ
て
、
決
し
て
西
灰
崖
の
商
業
経
営
の
悪
化
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
正
徳
四
年
(
一
七
一
四
)
以
降
の
低
収
益
・
損
失

(
3
1
)

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
人
質
二
〇
〇
日
の
損
失
を
だ
し
た
正
徳
四
年
は
「
惣
門
普
請
仕
申
候
二
付
、
元
銀
之
内
減
少
仕
申
候
」
と
あ
り
、
享
保

(
3
2
)

六
年
は
「
右
子
年
分
元
銀
之
内
械
少
任
侠
様
二
相
見
申
候
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
と
り
た
て
て
理
由
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た

享
保
八
年
に
は
「
残
而
九
百
三
拾
弐
匁
減
少
仕
申
候
、
然
共
去
年
ハ
栗
原
新
開
畠
買
取
申
銀
八
百
五
拾
臼
井
杵
麦
等
算
用
二
立
申
候
二
付
、

(
3
3
)

必
減
少
二
両
も
無
之
候
」
と
あ
る
も
の
の
、
同
十
一
年
以
降
の
損
失
に
は
何
の
説
明
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
問
屋
を
中
心
と
し
た

l
商
品
取
引
等
の
悪
化
の
影
響
を
う
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

享
保
四
年
正
月
に
尾
道
町
年
寄
で
あ
っ
た
西
灰
星
甚
七
が
町
奉
行
に
宛
て
て
、
「
尾
道
町
之
内
久
保
町
高
石
捨
石
五
升
五
合
二
両
御
座
候
如
、

年
々
衰
微
仕
御
公
役
銀
取
立
難
成
候
」
と
訴
え
、
「
久
保
町
之
儀
別
而
及
困
窮
難
儀
仕
申
候
間
、
先
年
之
通
御
切
免
被
為
仰
付
被
下
候
」
と
切
免

(

3

4

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

3

5

)

の
駅
を
だ
し
て
い
る
こ
と
や
、
尾
道
町
年
寄
が
享
保
十
三
年
六
月
に
「
殊
二
近
年
時
節
柄
悪
敷
諸
商
売
無
御
座
銘
々
不
勝
手
二
御
座
候
」
と
し

て
、
御
用
銀
を
断
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
も
尾
道
商
業
の
不
振
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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つ
ぎ
に
西
灰
塵
の
貸
付
銀
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
中
質
貸
の
内
容
は
、
帽
子
質
・
穏
質
・
服
偏
質
・
夜
着
質
・
大
麦
質
な
ど
か
ら
な
っ

て
お
り
、
主
に
尾
道
住
人
の
質
入
れ
と
み
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
図
3
の
総
貸
付
銀
と
中
質
貸
の
差
額
が
、
直
接
に
商
品
取
引
に
関
連
し
た

(
3
6
)

期
末
の
貸
付
扱
高
と
な
る
。
ま
ず
元
禄
十
四
年
(
一
七
〇
こ
　
の
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

巳
十
一
月
九
日

一
銀
二
〆
日
渡
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
と
は
ゐ
や
長
右
衛
門
殿

右
ハ
秋
田
屋
藤
左
衛
門
殿
A
繰
綿
質
四
拾
本
申
釆
候
両
月
壱
歩
半
こ
て
か
し
申
候
、
笠
岡
屋
之
蔵
二
人
在
之
等
也
、
預
り
手
形
ハ
長
右

街
門
殿
方
在
之
候
、
両
人
し
て
取
か
へ
申
侯

午
正
月
十
九
日
ノ
夜
、
夫
助
三
郎
持
参
、
此
利
九
拾
め

こ
の
事
例
を
説
明
す
る
と
、
問
屋
仲
間
で
あ
っ
た
秋
田
屋
は
自
分
の
客
と
繰
綿
の
取
引
を
お
こ
な
い
、
そ
の
繰
綿
を
倉
庫
業
・
笠
岡
屋
の

蔵
に
い
れ
る
と
と
も
に
客
に
現
銀
を
渡
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
元
禄
十
四
年
九
月
四
日
に
、
角
灰
足
長
右
衛
門
　
(
額
不
明
)
と
西
灰
屋

甚
七
(
二
貫
目
)
　
が
秋
田
屋
に
月
利
一
・
五
%
で
融
通
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
後
秋
田
屋
は
お
そ
ら
く
十
二
月
に
操
綿
を
売
払
う
こ
と
が
で

き
、
西
灰
屋
に
三
カ
月
分
の
利
息
九
〇
日
が
、
翌
正
月
に
角
灰
屋
か
ら
西
灰
足
へ
ま
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
問
屋
商
人
の
商
品
取
引
に
灰

昆
一
族
の
資
太
が
短
期
融
資
の
か
た
ち
を
と
っ
て
機
能
し
て
い
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
資
金
融
通
シ
ス
テ
ム

が
、
有
力
な
資
本
家
で
あ
っ
た
町
年
寄
や
組
頭
を
中
心
と
し
て
、
地
縁
的
・
扱
制
的
家
結
合
を
契
機
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

C
資
金
融
通
の
実
態

小
資
本
の
問
屋
・
商
人
層
に
と
っ
て
、
商
品
を
前
に
し
て
如
何
に
し
て
他
国
の
取
引
客
に
現
銀
を
渡
す
か
が
最
重
要
事
で
あ
っ
た
。
逆
に
、

そ
の
よ
う
な
融
資
組
織
が
確
立
さ
れ
て
お
れ
ば
、
小
資
本
で
あ
っ
て
も
営
業
の
再
生
産
は
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
史
料
の
制
限
上
、
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西
灰
屋
・
金
屋
・
灰
屋
の
融
資
状
況
か
ら
、
尾
道
に
お
け
る
資
金
融
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

(
3
7
)

西
灰
星
の
元
禄
十
四
年
(
一
七
〇
一
)
　
か
ら
享
保
元
年
(
一
七
二
ハ
)
ま
で
の
融
資
状
況
を
み
る
と
、
年
間
の
べ
一
五
～
三
〇
回
程
度
で
、

商
人
数
は
一
〇
～
二
〇
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
問
星
の
人
数
は
二
名
前
後
で
、
灰
昆
次
郎
右
衛
門
・
鰯
崖
徳
右
衛
門
が
主
な
相
手
で
あ
る
。

そ
の
他
は
灰
崖
一
族
へ
の
融
資
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
問
屋
に
名
を
連
ね
て
い
な
い
一
般
の
商
人
た
ち
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
仲
貝
的
な
商

人
か
、
あ
る
い
は
問
屋
仲
間
で
は
な
い
が
問
屋
的
な
営
業
を
な
す
商
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
原
則
と
し
て
返
済
期
限
は
三
カ
月
、
月
利
は
二
二

%
前
後
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
員
が
期
限
ま
で
に
返
済
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
金
屋
・
灰
屋
も
同
様
で
あ
っ
た
。

(
3
8
)

享
保
十
八
年
(
一
七
三
三
)
か
ら
元
文
五
年
(
一
七
四
〇
)
ま
で
の
金
屋
の
融
資
は
、
年
間
の
べ
一
五
～
四
〇
回
で
あ
る
が
、
人
数
は
一

二
名
前
後
と
少
な
い
。
同
一
商
人
へ
何
度
も
融
資
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
問
屋
は
銀
山
旦
与
一
郎
と
今
経
昆
与
三
右
衛
門
の
二
名
に

ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る
。

(
3
9
)

つ
ぎ
に
享
保
二
十
年
か
ら
元
文
三
年
ま
で
の
灰
星
専
右
衛
門
の
場
合
は
、
の
べ
融
資
回
数
三
〇
～
七
六
回
、
商
人
数
一
六
～
三
四
人
と
な

っ
て
い
る
。
う
ち
問
屋
商
人
は
三
～
九
名
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
四
年
間
に
灰
屋
の
昆
号
を
も
つ
商
人
が
一
二
名
も
お
り
、
同
族
へ
の
散
資
が

さ
か
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
概
要
を
抽
象
化
し
て
図
示
す
る
と
、
図
4
の
よ
う
に
な
る
。
図
を
単
純
化
す
る
た
め
、
融
資
の
主
体
を
α
・
β
・
γ
・
打
の
四
軒

に
限
定
し
た
。
図
に
は
擬
制
的
家
結
合
に
基
づ
く
融
資
を
α
だ
け
に
限
定
し
て
お
い
た
が
、
他
の
三
軒
に
も
血
縁
に
基
づ
く
融
資
が
あ
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
こ
の
図
か
ら
元
禄
・
享
保
期
の
尾
道
商
業
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
そ
の
他
の
商
人
集
団
も

同
様
で
あ
る
が
、
問
屋
仲
間
だ
け
で
資
金
の
調
達
・
還
元
は
無
理
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
仲
間
外
の
α
や
田
の
よ
う
な
金
融
資
本
に
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その他の商人集団

図4.18世紀前半における資金恩遇略図

常
に
依
拠
し
て
お
り
、
問
屋
仲
間
の
命
運
が
町
内
部
的
に
は
、
灰
屋
な
ど
の
商
人

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
二
に
、
問
屋
仲
間
と
競
合
す
る
商
人
(
集
団
)
を
図
に
示
し
た
が
、
こ
れ
は

(
4
0
)

「
享
保
十
二
兼
六
月
、
沖
売
留
メ
願
候
事
、
問
屋
中
点
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
北
国
や
九
州
辺
の
船
を
対
象
と
し
て
売
込
み
や
買
付
け
を
お
こ
な
う
商
人

群
が
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

島
屋
重
次
郎
と
忠
次
郎
と
中
間
二
木
わ
た
異
置
供
、
忠
次
郎
分
下
拙
虐
銀
子

(
4
1
)

出
ス
、
忠
次
郎
と
中
間
二
成
居
申
候

こ
れ
に
よ
る
と
、
西
灰
屋
が
問
屋
仲
間
で
は
な
い
重
次
郎
と
忠
次
郎
と
共
同
で

木
綿
を
買
付
け
、
西
灰
塵
と
忠
次
郎
が
こ
れ
を
契
機
に
仲
間
と
な
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
問
屋
外
の
商
人
も
単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
職
縁
・
地
縁

を
契
機
に
集
団
と
し
て
存
在
し
、
し
か
も
彼
ら
も
α
や
抄
の
よ
う
な
商
人
の
融
通

を
受
け
て
、
中
継
商
業
に
参
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
を
幕
藩

制
市
場
を
揺
さ
ぶ
る
商
人
で
あ
る
と
か
、
農
民
的
・
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
商
人
で
あ

る
と
か
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
は
上
層
金
融
資
本
に
連
な
る
、
本
質
的
に
も
封
建
都
市
の
商
人
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
灰
星
・
金
屋
の
事
例
か
ら
み
て
、
融
資
回
数
の
多
き
で
は
地
縁
に
よ
る
融
資
で
あ
り
、
金
額
の
多
き
で
い
え
ば
擬
制
的
家
結
合

に
よ
る
融
資
と
い
え
よ
う
。
職
緑
的
結
合
体
で
あ
る
問
屋
仲
間
に
し
て
も
彼
ら
の
多
く
は
地
縁
(
町
)
を
契
機
に
融
資
を
受
け
て
お
り
、
こ
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の
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
藩
権
力
の
支
配
の
下
に
惣
町
結
合
が
存
在
し
、
さ
ら
に
は
町
と
い
う
強
固
な
地
縁
的
結
合
が
あ
り
、
そ

の
下
に
従
属
す
る
か
た
ち
で
、
職
縁
的
結
合
体
が
成
立
し
っ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

元
禄
期
以
降
、
商
品
流
通
の
漸
次
的
増
大
と
い
う
な
か
で
、
他
国
中
継
商
業
を
推
進
す
る
尾
道
商
人
に
と
っ
て
高
利
貸
・
融
通
機
能
の
回

転
は
、
す
で
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
資
金
融
通
の
構
造
の
あ
り
方
が
各
商
人
仲
間
の
結
合
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

二
　
問
屋
仲
間
の
成
立
と
そ
の
特
質

∽
　
「
問
屋
掟
」
　
の
成
立

夫
当
港
老
天
和
貞
享
頃
、
以
問
屋
為
渡
世
者
錐
及
、
小
間
軒
不
繁
昌
又
狭
以
、
元
文
二
丁
巳
町
奉
行
平
山
角
左
衛
門
様
御
時
代
、
新
地

(
4
2
)

築
、
同
五
庚
申
成
就
、
問
屋
六
十
五
軒
定

平
山
角
左
衛
門
が
町
奉
行
に
赴
任
す
る
と
同
時
に
「
新
地
築
出
」
=
住
書
浜
埋
立
を
お
こ
な
い
、
元
文
五
年
(
一
七
四
〇
)
　
に
問
屋
六
五

(

4

3

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

4

4

)

株
を
定
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
後
年
の
「
平
山
角
左
衛
門
贈
位
申
請
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
同
港
ノ
埠
頭
狭
隆
二
シ
テ
、
百
貨
ノ
集
散

運
輸
こ
不
便
ナ
ル
ヲ
既
シ
、
湾
内
竣
漠
築
調
ノ
計
画
ヲ
立
テ
大
工
事
ヲ
起
シ
、
元
文
二
年
二
月
ヨ
リ
寛
保
元
年
二
月
こ
至
ル
五
閏
年
こ
シ
テ

竣
成
ノ
功
を
挙
タ
リ
」
と
し
て
、
藩
主
曹
長
の
意
を
う
け
た
町
奉
行
平
山
の
就
任
川
埠
茨
の
整
備
用
商
品
流
通
の
盛
大
化
(
「
大
二
船
舶
来

往
」
)
　
の
紋
を
強
調
し
て
い
る
。
前
掲
の
史
料
も
同
様
で
あ
る
が
、
た
だ
「
問
屋
六
十
五
軒
定
」
に
続
け
て
、
「
至
延
享
頃
漸
三
拾
軒
斗
相
続
、

(
4
5
)

宝
暦
八
戊
寅
問
屋
株
停
止
」
と
、
問
屋
株
の
成
立
を
特
記
し
、
商
品
流
通
の
盛
大
化
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
相
違
点
で
あ
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(
4
6
)

る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
「
問
屋
掟
」
を
藩
が
制
定
す
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
理
由
を
つ
ぎ
に
列
挙
し
て
お
こ
う
。

①
私
的
仲
間
の
問
屋
商
人
相
互
の
競
争
、
お
よ
び
仲
間
外
の
商
人
と
の
競
合
1
取
引
方
法
の
斎
乱
に
よ
る
信
用
の
低
下
。

(
4
7
)

②
地
縁
的
共
同
体
-
-
町
の
相
対
的
窮
乏
お
よ
び
商
人
(
職
縁
的
結
合
)
内
部
の
階
層
分
解
。

③
煙
草
・
木
綿
・
畳
表
な
ど
の
国
産
品
の
発
展
1
港
内
外
の
商
人
の
競
合
に
よ
る
封
建
的
流
通
統
制
の
低
下
。

元
文
五
年
正
月
に
着
任
し
た
平
山
は
、
以
上
の
三
点
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
二
月
に
は
早
く
も
「
問
屋
掟
」
を
制
定
し

て
い
る
か
ら
、
問
屋
・
仲
買
の
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
藩
権
力
に
よ
っ
て
着
任
前
か
ら
平
山
へ
命
令
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
藩
権

力
は
問
屋
組
織
・
問
屋
取
引
慣
習
を
成
文
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
港
町
尾
道
を
中
心
と
し
た
地
域
の
封
建
的
秩
序
を
維
持
・
強
化
し
ょ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

「
問
昆
掟
」
は
「
覚
」
と
「
定
」
か
ら
な
る
。
「
覚
」
は
問
星
取
引
に
関
す
る
各
種
の
規
制
で
あ
り
、
藩
=
町
奉
行
か
ら
示
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
掟

を
、
「
問
星
頭
人
」
が
仲
間
に
対
し
て
披
露
し
た
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
「
定
」
の
方
は
、
二
九
品
に
の
ぼ
る
口
銭
の
規
定
で
あ
り
、
町
会
所
か
ら

(
4
8
)

「
問
屋
中
」
へ
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
問
屋
株
六
五
枚
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
た
だ
し
そ
の
こ
と
を
直
接
に

示
す
史
料
は
残
存
し
な
い
。
こ
の
時
期
の
株
仲
間
結
成
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
後
年
の
も
の
で
あ
り
、
元
文
六
年
の
「
年
誌
帳
」

に
も
、
ま
た
元
禄
か
ら
化
政
期
に
か
け
て
の
尾
道
の
重
要
事
項
を
抜
粋
し
た
東
屋
の
「
年
誌
通
覧
」
に
も
、
そ
し
て
最
も
信
用
す
る
に
足
る

「
問
屋
年
誌
」
で
さ
え
、
い
っ
さ
い
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
藩
側
は
株
仲
間
と
し
て
正
式
に
公
認
し
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
重
要
事
項
の
記
録
抜
粋
で
あ
る
「
年
誌
通
覧
」
に
、
「
明
和
三

年
二
月
惣
問
屋
株
願
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
問
屋
の
株
仲
間
化
が
実
現
し
た
の
は
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
　
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
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て
藩
は
「
問
屋
掟
」
を
布
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
的
仲
間
で
あ
っ
た
問
屋
仲
間
の
存
在
を
あ
ら
た
め
て
認
め
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
六
五
軒
の
問
屋
を
定
め
た
の
は
、
前
述
の
①
～
③
に
危
機
感
を
抱
い
た
町
=
会
所
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
町
会
所
が

口
銭
額
を
制
定
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

∽
　
「
問
屋
掟
」
　
の
特
質

こ
こ
で
は
ま
ず
、
「
掟
」
の
内
容
を
簡
単
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
大
き
く
分
け
る
と
、
①
客
の
宿
替
に
関
す
る
事
項
、
②
沖
売
・
直
売
買
な

ど
の
禁
止
や
取
引
の
実
際
に
関
す
る
事
項
、
③
運
賃
・
為
替
銀
な
ど
の
大
枠
に
関
す
る
事
項
、
④
仲
間
運
営
に
関
す
る
事
項
の
四
点
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
。
中
心
事
項
は
①
と
②
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
唯
今
迄
参
釆
侠
客
銘
々
家
督
相
成
候
様
被
為
仰
付
候
事

一
従
先
年
参
来
侠
客
こ
於
近
年
宿
替
申
客
多
御
座
候
、
此
以
後
右
ノ
客
為
一
存
前
々
ノ
問
屋
へ
立
戻
り
支
配
相
鮫
皮
申
候
者
、
双
方
付

属
ケ
ノ
上
引
請
可
申
事
、
宿
替
り
侠
客
又
ハ
其
先
ヲ
モ
宿
替
及
敷
皮
倶
ハ
、
前
々
ノ
問
屋
へ
引
戻
可
申
事

(
4
9
)

こ
こ
で
は
、
客
船
=
得
意
先
=
家
督
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
宿
香
に
厳
し
い
規
制
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
近
年
宿
昔
申
客
多

御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仲
間
内
部
で
の
競
争
の
赦
し
さ
が
う
か
が
え
る
。

一
惣
テ
直
売
買
仕
間
数
候
、
縦
直
売
買
任
侠
共
本
問
屋
へ
口
銭
取
可
申
事

一
沖
売
法
度
之
儀
此
度
堅
被
為
仰
付
候
事

(
5
0
)

こ
れ
ら
は
問
屋
の
手
を
通
過
し
な
い
商
品
売
買
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
商
人
や
仲
買
商
の
越
権
行
為
・
不
正
行
為
を
禁
止
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
問
星
を
中
心
と
し
た
取
引
秩
序
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
前
項
目
で
あ
げ
た
①
～
③
の
事
態
に
対
応
し
た
も
の
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で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
仲
間
の
組
稔
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
く
。

一
客
方
ヨ
リ
無
筋
事
申
出
宿
昔
度
申
客
有
之
者
、
其
問
屋
ヨ
リ
其
組
合
へ
申
出
、
問
屋
頭
人
組
合
人
ノ
任
差
図
可
申
事

一
問
昆
仕
形
不
宜
客
宿
替
申
度
事
有
之
候
ハ
、
組
内
両
人
へ
申
出
、
評
定
ノ
上
喝
明
不
申
時
ハ
右
四
人
ノ
者
問
屋
頭
人
へ
申
出
、
其
上

ニ
テ
相
済
可
申
事

一
問
屋
不
身
上
二
相
成
其
客
預
荷
物
二
無
心
元
申
時
ハ
、
其
組
合
為
両
人
請
合
可
申
候
、
勿
論
蔵
主
預
手
形
右
請
合
両
人
方
へ
受
取
置

可
申
事

一
年
分
之
内
正
五
九
月
惣
問
屋
寄
合
可
仕
事
、
尤
名
代
ニ
テ
ハ
相
徐
不
申
候
、
病
気
又
ハ
他
行
仕
老
有
之
候
ハ
、
問
屋
頭
人
へ
書
付
持

出
シ
可
申
事

ま
ず
問
屋
仲
間
の
長
と
し
て
問
屋
頭
人
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
問
屋
仲
間
独
自
の
結
合
機
関
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
問

屋
頭
人
は
町
会
所
に
所
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
組
内
両
人
」
「
其
組
合
為
両
人
」
と
い
う
表
現
か
ら
み
て
、
三
軒
一
組
の
責
任
単
位

が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
年
三
度
の
惣
寄
合
を
開
き
、
健
全
な
仲
間
運
営
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
問
屋
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
仲
買
集
団
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
、
穀
物
・

(
5
1
)

あ
い
物
仲
買
頭
と
し
て
、
三
町
よ
り
住
屋
善
兵
衛
ら
五
名
が
会
所
に
お
い
て
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
よ
り
仲
買
商
人
の
組
織

化
も
企
図
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
元
文
五
年
の
段
階
で
す
べ
て
問
昆
仲
買
制
度
が
整
備
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
延
享
年
間
ま
で

持
ち
越
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
藩
=
町
「
会
所
」
の
意
図
が
、
問
屋
取
引
で
競
合
す
る
商
人
た
ち
に
な
か
な
か
貫
徹
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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一
当
所
宿
有
之
侠
客
、
町
方
こ
お
ゐ
て
何
に
よ
ら
す
直
売
買
任
侠
由
相
聞
、
此
以
後
直
売
一
切
仕
間
数
供
、
自
然
心
得
違
之
儀
有
之
候

(

5

2

)

ハ
、
、
問
屋
中
点
申
出
筈
候
間
、
其
段
可
相
心
得
候
、
以
上

こ
の
史
料
は
元
文
六
年
二
月
に
、
会
所
よ
り
町
中
へ
だ
さ
れ
た
蝕
で
あ
る
。
問
星
の
手
を
経
な
い
取
引
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
間
昆
内
部
の
規
律
も
よ
く
守
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
　
に
は
、
「
前
御
条
目
　
(
問
屋
掟
)
　
御

(
5
3
)

蝕
示
シ
ニ
相
成
」
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
仲
買
集
団
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
、
取
引
秩
序
の
正
常
化
を
は
か
っ
た
も
の
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
問
屋
掟
」
は
客
船
の
家
督
化
と
取
引
秩
序
の
整
備
、
問
屋
・
仲
買
仲
間
の
公
的
承
認
を
推
進
し
、
信
用
の
低
下
回
復
と

港
町
尾
道
の
封
建
的
強
化
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

川
　
問
屋
仲
間
の
衰
退

文
政
四
年
(
一
人
≡
)
尾
道
町
年
寄
亀
山
本
助
は
、
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
　
に
株
仲
間
が
結
成
さ
れ
る
ま
で
の
状
況
を
「
外
商
人
得

(
5
4
)

勝
手
之
旅
客
を
引
受
猥
こ
商
内
任
侠
故
、
問
屋
共
渡
世
こ
相
成
不
申
供
」
と
評
し
て
い
る
。
「
問
屋
掟
」
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
問
星

(
5
5
)

仲
間
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
　
に
は
、
客
論
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
記
さ
れ

て
い
る
。近

年
問
屋
客
論
間
々
在
之
候
勉
、
宝
麿
八
年
A
明
和
弐
年
迄
客
株
定
め
期
に
相
成
候
二
付
、
明
和
二
年
以
前
元
文
頃
迄
之
客
筋
儀
論
細

分
り
か
た
く
在
之
故
、
以
来
客
論
有
之
候
節
は
、
明
和
三
年
戌
正
月
客
扶
定
め
申
付
候
を
主
と
し
て
、
明
和
二
年
以
前
之
仕
切
帖
等
証

(
5
6
)

拠
に
不
相
用
、
明
和
三
年
戌
正
月
よ
り
以
来
之
客
、
仕
切
証
拠
に
用
ひ
客
論
可
致
裁
判
許
供
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客
論
の
証
拠
書
類
に
は
株
仲
間
結
成
と
な
っ
た
明
和
三
年
以
降
の
も
の
を
有
効
と
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は

「
明
和
二
年
以
前
垂
元
文
頃
迄
之
客
筋
儀
論
相
分
り
か
た
」
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
問
屋
掟
」
の
宿
替
に
関
す
る
規
定
は
十
分
に

遵
守
さ
れ
て
お
ら
ず
、
客
船
I
I
家
産
化
と
い
う
観
念
も
元
文
～
宝
磨
期
に
は
定
着
し
え
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
金
屋
の
経
営
収
支
を
検
討
し
な
が
ら
、
宝
暦
期
前
後
の
問
屋
経
営
の
あ
り
方
を
み
て
お
き
た
い
。
金
屋
は
元
文
五
年
段

(
5
7
)

階
の
問
屋
仲
間
六
五
軒
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
和
三
年
結
成
の
株
仲
間
四
八
軒
に
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
で
あ
ろ
う
か
、
明
和
三
年
以
降
は
赤
字
決
算
が
続
き
、
著
し
く
経
営
不
振
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
表
4
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
(
な
お
図

1
も
参
照
さ
れ
た
い
)
。

ま
ず
収
入
の
欄
か
ら
補
足
説
明
を
し
て
い
く
が
、
こ
の
表
の
銀
の
単
位
は
文
銀
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
断
わ
っ
て
お
く
。
さ
て
「
口
銭
」
は

煙
草
・
畳
表
・
荒
苧
の
三
晶
で
あ
る
。
享
保
新
鋭
に
換
算
し
た
図
2
と
あ
わ
せ
て
み
て
も
、
口
銭
収
入
の
ピ
ー
ク
は
文
銀
六
貫
目
以
上
を
維

持
し
て
い
る
宝
暦
前
半
期
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
煙
草
・
表
諸
利
」
の
欄
は
、
上
方
に
移
送
し
た
煙
草
・
畳
表
の
利
益
や
町
内
で
の

小
売
に
よ
る
利
益
部
分
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
「
蔵
敷
銀
」
「
為
替
・
貸
付
利
」
を
み
る
と
、
安
永
年
間
以
降
急
減
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
表
3
の
宝
永
・
正
徳
年
間
の
そ

れ
と
比
較
し
て
、
為
替
銀
貸
付
や
町
の
商
人
へ
の
資
金
融
資
が
経
営
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
宝
麿
年
間
に
さ
か
ん
に

家
屋
敷
を
買
求
め
て
お
り
、
そ
の
分
家
賃
収
入
の
増
収
に
繋
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
宝
暦
・
明
和
期
に
金
星
は
そ
の
蓄
積
基
盤
を
商
品

取
引
か
ら
貸
付
・
不
動
産
へ
と
移
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
外
商
人
・
仲
間
内
商
人
と
激
し
い
客
争
い
に
よ
る
取
引
の
不
安

定
性
よ
り
、
利
子
・
地
代
収
入
の
安
定
性
を
求
め
た
結
果
で
あ
っ
た
。
宝
暦
十
四
年
、
代
表
的
な
問
屋
商
人
で
あ
っ
た
鰯
屋
徳
右
衛
門
が
、

(
5
8
)

元
銀
四
〇
貰
五
〇
日
の
「
借
用
銀
相
澤
居
中
候
」
と
い
う
苦
境
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
内
外
の
競
合
に
よ
る
取
引
の
不
安
定
さ
か
ら
き
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た
経
営
不
振
の
一
事
例
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
支
出
の
柵
の
「
臨
時
支
出
」
に
つ
い
て
、
寛
保
・
宝
暦
年
間
の
説
明
を
加
え
て
お
く
。

寛
保
元
年
…
…
「
今
治
崖
与
三
兵
衛
(
註
、
問
屋
)
取
か
へ
年
賦
払
二
極
り
中
二
付
、
数
年
限
之
事
故
有
銀
之
内
引
置
」
(
一
〇
貫
七
五
六

匁)。

寛
保
三
年
…
…
「
米
大
豆
為
替
銀
さ
と
屋
六
左
衛
門
蔵
預
荷
物
在
之
処
、
(
大
西
良
書
四
郎
-
註
、
仲
買
)
不
喝
二
相
成
候
に
て
済
不
申
故
、

先
有
銀
之
内
ヲ
ハ
引
置
ク
」
(
五
貫
五
〇
〇
月
)
。

宝
暦
元
年
…
…
「
(
か
し
ま
崖
源
兵
衛
・
き
と
邑
五
郎
兵
衛
・
米
屋
武
三
郎
ら
)
不
納
引
」
=
「
払
拾
り
」
(
六
貫
九
九
〇
日
)
。

宝
暦
二
年
…
…
「
予
州
西
条
渡
部
藤
蔵
へ
取
か
へ
、
天
満
屋
芳
右
衛
門
口
入
御
座
候
処
、
不
納
引
」
(
七
貫
目
)
。
き
と
星
五
郎
兵
筏
、
同

上
(
三
貫
目
)
。
大
豆
・
繰
綿
売
損
録
(
二
貫
〓
ハ
〇
日
)
。

宝
暦
三
年
…
…
御
用
銀
(
一
〇
貫
目
)
。
さ
と
邑
五
郎
兵
衛
「
此
度
不
如
意
に
て
得
取
統
不
申
趣
」
・
金
屋
半
兵
衛
「
不
時
二
相
成
故
引
」

(
五
貫
目
)
。
「
越
後
米
三
百
俵
売
損
」
　
(
二
貫
六
六
五
匁
)
。

宝
暦
四
年
…
…
米
商
内
損
(
六
貫
一
二
〇
日
)
。

宝
暦
七
年
…
…
「
前
々
盾
古
貸
帳
面
年
々
有
銀
こ
立
居
申
内
、
不
時
何
角
相
詞
不
申
分
」
(
五
貫
三
六
六
匁
)
。
「
大
福
帳
之
内
不
時
相
成
供

分
」
(
人
質
七
〇
〇
日
)
。
「
近
年
時
節
柄
何
角
之
損
」
(
九
貫
四
六
二
匁
)
。

主
要
な
も
の
を
列
挙
し
て
み
た
が
、
そ
の
内
容
は
融
資
先
の
商
業
不
振
に
よ
る
「
払
捻
り
」
と
「
近
年
時
節
柄
」
に
よ
る
売
損
で
あ
っ
た
。
安

永
年
間
以
降
の
「
臨
時
支
出
」
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宝
暦
年
問
の
金
屋
自
体
の
収
支
は
決
し
て
赤
字
決
算
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

こ
の
収
支
構
造
の
裡
に
尾
道
問
屋
仲
間
の
混
迷
と
衰
退
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
利
子
と
地
代
収
入
の
安
定
性
を
指
摘
し
た
が
、
「
払
拾
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り
」
を
考
慮
す
る
と
決
し
て
本
来
的
な
意
味
で
の
安
定
性
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
「
家
屋
敷
買
入
」
の
動
機
も
、
魚
屋
・
た
ば
こ
晨
・
大
人

(
5
9
)

昆
・
城
戸
屋
・
大
西
屋
・
大
入
星
な
ど
、
問
屋
仲
間
や
近
世
初
頭
以
来
の
旧
家
の
経
営
「
不
埼
」
か
ら
き
た
買
入
れ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

以
上
、
元
文
以
降
の
問
畳
仲
間
の
動
向
を
金
星
の
経
営
帳
簿
か
ら
検
討
し
て
み
た
が
、
尾
道
の
役
人
が
明
治
初
年
に
「
至
延
享
頃
漸
三
拾

,

,

,

,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,

,

,

,

,

,

,

(

6

0

)

軒
斗
相
続
、
宝
暦
八
戊
寅
問
屋
株
停
止
、
以
自
夫
市
中
大
衰
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
、
誇
大
表
現
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
問
屋
仲
間
の
混
迷
と
衰
退
の
原
因
を
町
内
部
の
問
題
に
限
定
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
点
目
は
、
仲
間
外
の
商
人
を
規

制
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
違
反
商
人
を
罰
則
す
る
機
構
や
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
構
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
仲
間

の
職
縁
的
結
合
を
積
極
的
に
強
化
す
る
機
関
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
元
文
五
年
以
降
問
屋
仲
間
が
公
的
仲
間
と
な

っ
て
も
、
そ
れ
以
前
の
私
的
仲
間
と
な
ん
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
そ
の
支
配
・
管
轄
権
は
依
然
と
し
て
町
会
所
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
点
め
は
、
問
屋
仲
間
を
め
ぐ
っ
て
元
文
五
年
以
前
と
以
後
も
金
融
的
に
な
ん
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
上

層
金
融
資
本
の
融
資
体
系
の
錯
綜
の
う
ち
に
問
屋
仲
間
と
外
商
人
の
対
立
構
造
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

こ
で
は
問
屋
仲
間
が
商
品
流
通
の
独
占
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
条
件
は
出
そ
ろ
っ
て
な
か
っ
た
と
い
る
。

結
び
に
か
え
て
～
株
仲
間
の
成
立
～

明
和
三
年
丙
戌
正
月
、
問
屋
株
四
拾
八
軒
被
為
御
定
候

千
五
月
廿
八
日
、
中
屋
敷
へ
惣
問
屋
御
呼
出
被
仰
渡
供
趣
、
此
度
惣
問
屋
中
依
而
殿
御
銀
座
六
月
朔
日
ヨ
リ
始
、
問
屋
銀
座
役
人
栗
原

(
6
1
)

屋
五
郎
右
衛
門
川
崎
屋
庄
右
衛
門
、
其
外
町
役
人
年
寄
連
座
之
上
被
仰
渡
候
、
於
宅
銀
座
仕
構
仕
切
銀
御
貸
付
始
り
申
候
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明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
正
月
、
尾
道
に
は
じ
め
て
株
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
安
永
九
年
(
一
七
八
〇
)
　
五
月
に
は
　
「
仕
切
銀
御

(
6
2
)

貸
付
」
を
目
的
と
し
た
「
銀
座
」
=
問
星
座
会
所
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
十
八
年
に
記
さ
れ
た
「
商
務
部
奉
答
書
」
に
よ
れ
ば
、
明

和
三
年
、
「
問
屋
仲
買
仲
仕
等
ノ
関
係
ヲ
支
配
シ
、
其
分
限
ヲ
立
テ
其
ノ
規
程
ヲ
守
ラ
シ
メ
、
問
屋
仲
買
等
兼
業
ヲ
禁
シ
、
常
二
其
ノ
間
二

於
テ
統
轄
料
理
」
す
る
問
屋
役
場
も
株
仲
間
結
成
と
同
時
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
明
和
三
年
か
ら
安
永
九
年
に
か
け
て
の
期
間
を
赦
密
な
意
味
で
の
尾
道
に
お
け
る
株
仲
間
成
立
期
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
問
屋
座
会
所
の
成
立
・
融
資
の
開
始
に
よ
っ
て
明
和
期
以
前
の
融
資
体
系
が
断
ち
き
れ
た
こ
と
、
第

二
に
、
問
屋
役
場
が
問
屋
仲
間
の
結
合
を
維
持
す
る
機
関
と
な
り
え
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
見
方
を
か
え
れ
ば
職
縁
的
結
合
=
問
屋
仲
間
が
地

縁
的
結
合
か
ら
始
め
て
独
立
し
え
た
存
在
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
株
仲
間
-
旦
藩
権
力
に
よ
る
商
品
流
通
の
独

占
が
企
図
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
明
和
以
前
の
段
階
と
異
な
っ
て
、
農
民
的
小
商
品
生
産
の
波
に
乗
っ
て

新
た
な
対
抗
勢
力
が
現
わ
れ
て
く
る
。
▼
定
に
尾
道
問
屋
株
仲
間
も
取
引
の
独
占
を
得
る
た
め
に
幾
多
の
紆
余
曲
折
を
経
る
こ
と
と
な
る
の

(
6
3
)

で
あ
る
。

注
(
1
)
近
世
の
瀬
戸
内
港
町
は
、
海
上
交
通
の
発
展
の
あ
り
方
の
変
化
に
よ
っ
て
多
様
な
展
開
を
た
ど
っ
て
い
る
。
内
海
地
域
の
近
世
港
町
に
関
す
る
研
究

は
、
そ
の
港
町
数
か
ら
み
て
あ
ま
り
多
く
な
い
。
こ
れ
は
残
存
史
料
に
よ
る
制
約
と
、
農
村
研
究
に
比
し
て
都
市
研
究
に
つ
い
て
の
関
心
が
希
薄
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
内
海
の
港
町
の
展
開
を
総
括
的
に
論
じ
う
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
港

別
に
列
挙
し
て
み
る
と
、
藤
沢
晋
「
近
世
初
期
湊
町
に
お
け
る
問
屋
嫁
の
形
成
過
程
」
(
『
瀬
戸
内
海
研
究
し
三
、
一
九
五
二
年
)
、
同
「
近
世
後
期
湊
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(
2
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

商
人
の
仲
間
稜
と
農
村
に
よ
る
対
抗
」
(
『
史
学
研
究
し
五
一
、
一
九
五
三
年
)
、
須
山
功
豊
「
近
世
後
期
備
中
玉
島
湊
に
お
け
る
問
晨
仲
間
の
動
向
」

(
『
岡
山
地
方
史
研
究
し
六
一
、
一
九
八
九
年
)
、
谷
口
澄
夫
・
藤
井
正
信
「
近
世
地
方
都
市
の
一
考
察
-
-
港
町
と
し
て
の
備
中
笠
岡
の
場
合
　
-
　
」

(
『
岡
山
史
学
』
一
一
、
一
九
六
二
年
)
、
脇
坂
昭
夫
「
近
世
中
後
期
に
お
け
る
柄
商
業
と
資
金
対
策
」
　
(
『
内
海
産
業
と
水
運
の
史
的
研
究
』
、
一
九
六

六
年
)
、
同
「
近
世
都
市
成
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
l
l
l
l
備
後
尾
道
の
場
合
-
-
⊥
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
二
巻
二
号
、
一
九
六
三
年
)
、

畑
中
訣
治
・
隼
田
某
彦
「
近
世
初
期
に
お
け
る
加
子
役
の
成
立
と
市
場
構
造
」
(
『
内
海
産
業
と
水
運
の
史
的
研
究
』
、
一
九
六
六
年
)
、
中
山
「
近
世

初
期
の
尾
道
に
お
け
る
商
品
流
通
」
　
(
『
日
本
研
究
』
三
、
一
九
八
七
年
)
、
同
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
『
経
済
的
集
中
』
と
地
域
商
業
資
本
」

(
『
史
学
研
究
し
一
八
七
二
八
八
、
一
九
九
〇
年
)
、
脇
坂
昭
夫
「
近
世
一
港
町
の
歩
み
ー
ー
御
手
洗
町
の
成
立
と
発
展
　
-
　
」
(
至
嶺
地
方
岩
佐
逆

一
五
、
一
九
五
六
年
)
、
畑
中
誠
治
「
近
世
港
町
に
お
け
る
商
品
流
通
の
形
態
的
推
移
」
(
『
竹
原
市
史
』
論
説
轟
、
一
九
六
三
年
)
、
小
川
国
治
「
長

州
藩
宝
暦
改
革
と
港
町
の
発
展
」
(
『
山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢
』
二
三
巻
一
号
、
一
九
七
四
年
)
、
小
山
良
昌
「
商
都
柳
井
津
と
隣
接
地
域
の
商

業
規
制
」
(
『
研
究
紀
要
(
山
口
県
文
書
館
)
』
八
、
一
九
八
一
年
)
、
関
頂
也
「
近
世
港
町
の
発
展
と
転
換
過
程
　
-
　
幕
末
下
関
商
業
の
分
析
-
⊥

(
『
東
亜
経
済
研
究
し
三
六
巻
三
号
、
一
九
六
二
年
)
、
小
林
茂
「
近
世
下
関
の
発
達
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」
　
(
『
下
的
商
経
論
集
』
六
巻
二
号
、
一
九
六

二
年
)
な
ど
が
あ
る
が
、
予
讃
地
域
に
関
し
て
は
、
ま
だ
本
格
的
に
着
手
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

脇
坂
昭
夫
「
日
本
に
お
け
る
都
市
共
同
体
の
形
成
」
(
『
史
学
研
究
』
七
三
、
一
九
五
九
年
)
。

今
井
修
平
「
近
世
都
市
に
お
け
る
株
仲
間
と
町
共
同
体
」
　
(
『
歴
史
学
研
究
』
五
六
〇
、
一
九
八
六
年
)
な
ど
。

「
尾
道
志
稿
」
巻
之
八
(
『
備
後
叢
書
』
第
五
巻
所
収
)
、
な
お
詳
細
は
前
掲
拙
稿
「
近
世
初
期
の
尾
道
に
お
け
る
商
品
流
通
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
6
)
「
年
誌
通
覧
」
　
(
金
光
図
書
館
所
蔵
　
-
　
以
下
、
断
わ
り
の
な
い
限
り
、
引
用
す
る
史
料
は
す
べ
て
金
光
図
等
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
)
。

尾
道
に
お
け
る
加
子
銀
の
負
担
割
合
決
定
は
、
致
富
を
重
視
し
た
職
能
的
基
準
に
よ
っ
て
年
寄
・
月
行
司
が
決
定
し
て
い
た
が
(
拙
稿
註
(
4
)
論

文
)
、
宝
永
年
間
前
後
に
、
高
・
間
口
基
準
の
負
担
が
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(
「
尾
道
町
地
子
米
加
子
銀
高
改
之
帳
」
(
宝
永
三
年
)
)
。

万
治
†
元
禄
初
年
に
、
尾
道
惣
町
を
管
持
す
る
町
人
の
組
織
「
会
所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
(
「
年
誌
帳
」
(
元
禄
五
年
)
)
。

「
役
務
譜
用
記
」
の
宝
永
三
年
(
一
七
〇
六
)
二
月
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
「
去
年
被
仰
出
候
郡
中
格
式
帖
之
内
、
頭
書
差
上
置
申
候
処
、
先
既
之
通
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(
1
0
)

(
1
1
)

(
1
2
)

(
1
3
)

(
1
4
)

(
1
5
)

(
1
6
)

(
1
7
)

(
1
8
)

(
1
9
)

被
仰
付
候
御
付
紙
有
之
、
右
書
付
御
戻
り
被
遊
侠
、
則
仲
間
帳
簿
二
人
置
候
」
と
い
う
一
節
や
、
同
じ
く
宝
永
七
年
に
は
「
近
年
相
定
候
当
油
所
舟

役
銀
毎
年
暮
二
及
取
立
、
年
行
司
が
中
間
へ
請
取
候
処
」
な
ど
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
脈
か
ら
み
て
、
こ
の
「
仲
間
」
を
問
屋
仲
間
や

他
の
商
人
仲
間
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
「
尾
道
町
奉
行
所
点
被
仰
付
候
御
条
目
」
(
正
徳
六
年
)
の
表
紙
に
も
「
御
本
紙
仲
間
こ
有
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
仲
間
」
と
は
上
意
下
達
の
機
関
で
も
あ
り
、
住
民
の
結
合
の
機
関
で
も
あ
る
「
会
所
」
を
指
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
年
誌
」
(
寛
政
二
年
)
。

こ
れ
以
前
の
住
民
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
町
掟
に
つ
い
て
は
前
掲
註
(
4
)
拙
稿
に
、
元
和
年
間
の
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

「
尾
道
町
奉
行
所
思
被
仰
付
候
御
条
目
」
(
正
徳
六
年
)
。

「
尾
道
商
業
沿
革
史
料
」
雑
録
弐
(
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
「
長
沼
文
庫
」
)
。

「
年
誌
帖
」
(
元
禄
五
年
)
　
の
人
月
十
九
日
条
。

『
新
修
尾
道
市
史
』
第
三
巻
、
六
三
四
～
六
三
六
頁
。

「
役
務
諸
用
記
」
下
(
宝
永
五
年
)
、
九
月
三
日
条
。

「
役
用
帳
」
(
(
享
保
四
年
〉
、
広
島
県
立
文
書
館
蔵
橋
本
家
文
書
)
。

金
屋
は
中
世
よ
り
尾
道
に
居
住
し
て
お
り
(
尾
道
市
立
図
書
館
蔵
「
金
屋
由
緒
之
条
々
」
)
、
元
和
・
寛
永
期
に
は
月
行
司
を
勤
め
る
家
柄
で
あ
っ
た
。

『
広
島
県
史
』
近
世
1
で
は
、
同
一
史
料
を
用
い
て
年
間
の
収
支
と
い
う
形
で
、
宝
永
か
ら
元
文
期
ま
で
を
表
示
し
て
い
る
が
(
九
七
二
頁
、
表
三
二

三
)
、
こ
れ
は
期
末
総
資
本
を
年
間
の
収
入
、
期
末
総
預
録
を
年
間
の
支
出
、
そ
し
て
純
資
産
を
年
間
の
利
潤
と
い
う
よ
う
に
誤
解
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
一
八
世
紀
前
半
は
と
て
つ
も
な
く
莫
大
な
収
入
が
あ
っ
た
と
評
価
し
、
問
屋
商
業
の
最
盛
期
で
あ
る
か
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
過
大

評
価
で
あ
り
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
2
1
)
「
尾
道
商
業
沿
革
史
料
」
雑
録
弐
(
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
「
長
沼
文
庫
」
)
。

(
2
4
)
尾
道
市
立
図
書
館
蔵
、
『
新
修
尾
道
市
史
』
第
五
巻
(
二
五
〇
～
二
六
〇
頁
)
。
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U叫m
(
2
7
)

(
2
8
)

(
2
9
)

(
3
1
)

(
3
4
)

(
3
5
)

(
3
6
)

(
3
8
)

(
3
9
)

(
4
0
)

九
州
や
日
本
海
沿
海
地
域
だ
け
で
な
く
、
大
坂
と
の
取
引
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
坂
に
お
け
る
尾
道
客
の

「
宿
」
と
し
て
、
浜
田
崖
七
郎
兵
衛
・
河
崎
屋
吉
右
衛
門
・
尾
道
崖
与
三
兵
衛
な
ど
が
あ
っ
た
。
享
保
十
三
年
の
「
御
役
用
控
」
(
広
島
県
立
文
書
館

蔵
)
に
よ
る
と
、
「
(
大
坂
の
)
浜
田
崖
七
郎
兵
衛
与
中
間
良
江
当
町
井
在
方
A
登
せ
荷
物
共
仕
も
の
有
之
、
大
坂
大
火
以
後
右
之
儀
出
入
こ
相
成
、

右
之
儀
一
通
り
考
落
着
仕
候
、
然
共
右
出
入
之
面
々
外
二
御
領
分
二
登
せ
荷
物
仕
商
売
之
も
の
も
有
之
候
由
、
依
之
今
度
右
浜
田
崖
七
郎
兵
衛
井
手

代
彦
兵
衛
与
申
も
の
御
国
方
江
罷
下
り
申
趣
先
達
而
相
聞
江
申
候
、
夫
二
付
尾
道
町
之
内
町
ロ
ロ
老
七
郎
兵
衛
方
へ
登
せ
荷
物
共
被
任
侠
面
々
共
著
無

御
座
候
哉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
宿
」
ロ
大
坂
・
浜
田
昆
な
ど
は
備
後
特
産
品
の
荷
受
問
屋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
金
屋
も
荷
主
的
な
存
在
と
し

て
、
煙
草
や
畳
表
の
「
登
せ
」
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
万
用
録
」
(
(
正
徳
三
年
)
、
広
島
県
立
文
書
館
蔵
橋
本
家
文
書
)
。

「
灰
屋
次
郎
右
衛
門
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
西
灰
屋
甚
七
(
享
保
十
七
年
没
)
は
四
代
目
次
郎
右
衛
門
安
利
(
正
徳
四
年
、
於
京
都
没
)
　
の
弟
と
な
っ

て
い
る
。

「
歴
年
勘
定
帳
」
(
(
元
禄
十
三
年
)
、
広
島
県
立
文
書
館
蔵
橋
本
家
文
書
)
。

「
万
覚
帳
」
(
(
元
禄
八
年
)
、
広
島
県
立
文
書
館
蔵
橋
本
家
文
書
)
。

(
3
0
)
前
掲
「
歴
年
勘
定
帳
」
。

(
3
2
)
　
(
3
3
)
「
歴
年
万
要
帳
」
　
(
(
正
徳
三
年
)
、
広
島
県
立
文
書
館
蔵
橋
本
家
文
書
)
。

「
役
用
帳
」
(
享
保
四
年
)
。

「
御
役
用
控
」
(
享
保
十
三
年
)
。

(
3
7
)
「
万
覚
帳
」
　
(
(
元
禄
八
年
)
、
広
島
県
立
文
書
館
蔵
橋
本
家
文
書
)
。

「
質
物
勘
定
控
」
(
(
享
保
十
七
年
)
、
尾
道
市
立
図
書
館
蔵
)
。

「
穀
物
異
帳
」
(
(
享
保
十
九
年
)
、
広
島
県
立
文
書
館
蔵
橋
本
家
文
書
)
。

「
年
誌
通
覧
」
。
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(
4
1
)

(
4
2
)

(
4
3
)

(
4
4
)

(
4
5
)

(
4
6
)

(
4
7
)

(
4
8
)

(
4
9
)

(
5
0
)

(
5
1
)

(
5
2
)

(
5
3
)

(
5
4
)

「
歴
年
勘
定
帳
」
(
(
元
禄
十
三
年
)
、
宝
永
七
年
の
項
、
広
島
県
立
文
書
館
蔵
橋
本
家
文
書
)
。

「
尾
道
商
業
沿
革
史
料
」
雑
録
弐
(
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
「
長
沼
文
庫
」
)
。

畑
中
誠
治
「
宝
暦
・
天
明
期
瀬
戸
内
諸
藩
に
お
け
る
経
済
政
策
と
そ
の
基
盤
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
三
〇
四
、
一
九
六
五
年
)
な
ど
。

『
新
修
尾
道
市
史
」
第
三
巻
、
六
二
三
～
六
二
四
頁
。

「
尾
道
商
業
沿
革
史
料
」
雑
録
弐
(
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
「
長
沼
文
庫
」
)
。

「
問
屋
年
誌
」
(
尾
道
商
工
会
議
所
蔵
)
。
活
字
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
r
広
島
県
史
』
近
世
資
料
掃
Ⅳ
、
『
海
事
史
料
叢
書
』
第
十
七
巻
な
ど
が
あ
る
。

本
稿
で
は
写
本
に
あ
た
る
が
、
九
州
文
化
史
研
究
施
設
所
蔵
の
「
長
沼
文
庫
」
版
を
使
用
す
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
2
∽
B
で
述
べ
た
が
、
享
保
十
五
年
十
二
月
九
日
に
は
、
「
久
保
町
十
四
日
町
困
窮
二
付
、
三
百
貫
目
拝
借
琉
」
　
(
「
年
誌
通

覧
」
)
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
く
ら
い
町
は
困
窮
に
陥
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

従
来
は
こ
の
会
所
を
問
屋
会
所
と
解
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
町
会
所
と
考
え
て
い
る
。

『
諸
国
御
客
船
帳
』
下
巻
(
一
九
七
七
年
)
所
収
の
柚
木
学
「
解
説
　
三
、
問
屋
仲
間
に
よ
る
宿
替
禁
止
の
申
合
せ
」
参
照
。

「
寛
保
三
年
分
年
誌
」
の
九
月
三
日
条
に
「
豊
前
中
須
賀
折
屋
船
前
廉
者
い
わ
し
屋
徳
右
衛
門
方
へ
参
候
勉
、
此
度
老
問
屋
へ
も
不
参
薬
師
堂
慎
二
久

々
船
か
1
り
居
中
、
水
呑
屋
忠
右
衛
門
・
宝
土
寺
下
ノ
甚
右
衛
門
な
と
其
外
ノ
方
角
へ
揚
り
申
、
乗
人
も
不
時
も
の
様
二
相
聞
へ
申
候
故
、
今
日
年

行
司
両
人
差
出
此
元
吃
度
出
船
申
候
様
二
申
渡
ス
、
尤
徳
右
衛
門
方
こ
も
此
船
引
請
不
申
候
由
二
申
出
有
之
候
、
於
会
所
役
人
出
合
水
呑
豆
忠
右
衛

門
吟
味
任
侠
勉
…
…
竹
ノ
皮
少
々
積
送
り
申
侯
故
売
遣
申
候
由
二
御
座
候
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
豊
前
船
の
追
放
と
当
事
者
の
詮
索
と
い
う
厳
し

い
対
応
を
町
会
所
が
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
十
四
日
町
役
方
年
誌
(
延
享
四
年
)
。

「
役
カ
年
誌
帖
」
　
(
元
文
六
年
)
。

「
尾
道
商
業
沿
革
史
料
」
雑
録
弐
(
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
「
長
沼
文
庫
」
)
。

「
拾
四
日
町
役
方
年
誌
」
(
文
政
四
年
)
。
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(
5
5
)
論
船
と
も
称
す
る
が
、
近
世
後
期
の
尾
道
に
お
け
る
客
論
に
つ
い
て
は
、
青
木
茂
「
近
世
港
町
の
『
論
船
』
と
そ
の
背
景
」
(
『
尾
道
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
四
、
一
九
五
五
年
)
が
あ
る
。

(
5
6
)
「
尾
道
商
業
沿
革
史
料
」
(
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
)
「
長
沼
文
庫
」
)
。

(
5
7
)
　
こ
の
明
和
三
年
前
後
は
残
存
史
料
に
乏
し
く
、
株
仲
間
成
員
の
基
準
な
ど
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

(
5
8
)
　
『
新
修
尾
道
市
史
」
第
五
巻
、
三
六
人
～
三
六
九
頁
。

(
5
9
)
以
上
、
「
永
代
算
用
覚
」
(
(
寛
保
二
年
)
、
尾
道
市
立
図
書
館
蔵
)
。

(
6
0
)
「
尾
道
商
業
沿
革
史
料
」
雑
録
弐
(
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
「
長
沼
文
庫
」
)
。

(
6
1
)
註
(
4
6
)
史
料
。

(
6
2
)
　
こ
の
点
、
中
央
市
場
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
尾
道
が
大
坂
と
地
方
を
結
ぶ
商
業
的
中
継
港
で
あ
り
、
か
つ
芸
備
特

産
品
の
積
出
港
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
従
来
の
研
究
で
は
、
そ
の
よ
う
な
機
能
が
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
大
坂
市
場
の
地
位
低
下
と

と
も
に
停
滞
期
を
迎
え
た
も
の
と
抱
起
し
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
尾
道
に
お
い
て
株
仲
間
の
再
結
成
と
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
重
要

な
の
は
そ
の
株
仲
間
結
成
と
い
う
対
応
策
に
、
領
域
あ
る
い
は
地
域
市
場
の
、
大
坂
と
の
関
係
を
維
持
し
っ
つ
も
、
商
品
取
引
に
お
け
る
相
対
的
自

立
と
い
う
積
極
的
な
側
面
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
む
し
ろ
瀬
戸
内
の
新
興
の
「
小
浦
」
　
の
商
人
(
叩
在
方
資
本
)
が
中
央
市
場
と
積
極

的
に
結
び
つ
こ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
な
が
く
複
雑
な
過
程
を
た
ど
る
幕
藩
制
市
場
解
体
の
一
因
が
存
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

/＼

付
記
＼/

一
九
八
八
年
夏
秋
に
か
け
て
の
史
科
調
査
に
際
し
、
金
光
図
書
館
の
皆
様
に
多
大
な
便
宜
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。




